
環境活動内容

温暖化防止活動（輸配送のC02削減）

温暖化防止の抑制として、輸配送の効率化でC02排出量を削減することが重要になります。そのため
に全国レベルでの輸配送のネットワーク化とその情報システム構築の充実を行っています。
また、生産工場への資材調達、供給は、SCMによる生産革新でムダの排除により、お客様への製品
輸送は、定期輸送、共同輸送、モーダルシフト等輸配送効率化の推進を図り、輸送便数、輸送距離の
ミニマム化でCO2排出の削減を図っています。
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■国内輸配送ネットワークの整備 ■運用トラック数の推移

■モーダルシフト（鉄道）の推移 ■輸配送効率化によるＣＯ2削減
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■ロジスティクスのサービスレベルの進展


